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【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前立腺癌の治療薬の製造における、化学療法剤と抗炎症剤とを含むナノ粒子の使用。
【請求項２】
　前記ナノ粒子が親水性コアと前記コアを取り囲む親水性層とを含む、請求項１に記載の
使用。
【請求項３】
　前記化学療法剤と前記抗炎症剤が前記コアに結合している、請求項１または２に記載の
使用。
【請求項４】
　前記化学療法剤がシスプラチンである、請求項１～３のいずれか一項に記載の使用。
【請求項５】
　前記抗炎症剤がアスピリンである、請求項１～４のいずれか一項に記載の使用。
【請求項６】
　前記前立腺癌が去勢抵抗性前立腺癌である、請求項１～５のいずれか一項に記載の使用
。
【請求項７】
　前記ナノ粒子は、同等の用量の前記遊離化学療法剤と前記遊離抗炎症剤との組合せより
も前立腺癌細胞に対する細胞毒性が高い、請求項１～６のいずれか一項に記載の使用。
【請求項８】
　治療を必要とする対象の前立腺癌の治療のための組成物であって、化学療法剤と抗炎症
剤とを含むナノ粒子を治療有効量含む、組成物。
【請求項９】
　前記ナノ粒子が親水性コアと前記コアを取り囲む親水性層とを含む、請求項８に記載の
組成物。
【請求項１０】
　前記化学療法剤と前記抗炎症剤が前記コアに結合している、請求項８または９に記載の
組成物。
【請求項１１】
　前記化学療法剤がシスプラチンである、請求項８～１０のいずれか一項に記載の組成物
。
【請求項１２】
　前記抗炎症剤がアスピリンである、請求項８～１１のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１３】
　前記前立腺癌が去勢抵抗性前立腺癌である、請求項８～１２のいずれか一項に記載の組
成物。
【請求項１４】
　前記ナノ粒子は、同等の用量の前記遊離化学療法剤と前記遊離抗炎症剤との組合せより
も前立腺癌細胞に対する細胞毒性が高い、請求項８～１３のいずれか一項に記載の組成物
。
【請求項１５】
　コアの少なくとも一部を形成する疎水性ポリマーがポリ乳酸（ＰＬＡ）を含むポリマー
と、ポリ乳酸－ｃｏ－グリコール酸（ＰＬＧＡ）を含むポリマーとからなる群から選択さ
れる疎水性ナノ粒子コアと；
　親水性ポリマー部分が前記コアの少なくとも一部を形成する疎水性ポリマー部分を介し
て前記コアに結合している、前記コアを取り囲む親水性層と；
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　前記コアに結合した抗炎症剤と；
　前記コアに結合した化学療法剤と；
を含むナノ粒子。
【請求項１６】
　前記抗炎症剤がコルチコステロイドまたは非ステロイド系抗炎症薬である、請求項１５
に記載のナノ粒子。
【請求項１７】
　前記抗炎症剤がアスピリンである、請求項１５に記載のナノ粒子。
【請求項１８】
　前記抗炎症剤がプレドニゾンである、請求項１５に記載のナノ粒子。
【請求項１９】
　前立腺癌ターゲティング部分をさらに含む、請求項１５～１８のいずれか一項に記載の
ナノ粒子。
【請求項２０】
　前記ターゲティング部分が、前立腺特異膜抗原に選択的に結合するように構成された部
分である、請求項１９に記載のナノ粒子。
【請求項２１】
　前記ターゲティング部分が、アミノ酸配列ＷＱＰＤＴＡＨＨＷＡＴＬ（配列番号１）を
有するペプチド、またはその前立腺特異膜抗原結合断片を含む、請求項１９に記載のナノ
粒子。
【請求項２２】
　前記抗炎症剤が、前記疎水性コアの少なくとも一部を形成するポリマーにコンジュゲー
トしている、請求項１５～２１のいずれか一項に記載のナノ粒子。
【請求項２３】
　前記化学療法剤が、前記疎水性コアの少なくとも一部を形成するポリマーにコンジュゲ
ートしている、請求項１５～２２のいずれか一項に記載のナノ粒子。
【請求項２４】
　前記抗炎症剤がコンジュゲートしているポリマーは、前記化学療法剤がコンジュゲート
しているポリマーである、請求項２３に記載のナノ粒子。
【請求項２５】
　骨吸収阻害剤をさらに含む、請求項１５～２４のいずれか一項に記載のナノ粒子。
【請求項２６】
　前記骨吸収阻害剤がパミドロネートである、請求項２５に記載のナノ粒子。
【請求項２７】
　治療を必要とする対象を治療するための、請求項１５～２５のいずれか一項に記載のナ
ノ粒子を含む組成物。
【請求項２８】
　コアの少なくとも一部を形成する疎水性ポリマーがポリ乳酸（ＰＬＡ）を含むポリマー
と、ポリ乳酸－ｃｏ－グリコール酸（ＰＬＧＡ）を含むポリマーとからなる群から選択さ
れる疎水性ナノ粒子コアと；
　親水性ポリマー部分が前記コアの少なくとも一部を形成する疎水性ポリマー部分を介し
て前記コアに結合している、前記コアを取り囲む親水性層と；
　前記コアに結合した骨吸収阻害剤と；
　前記コアに結合した化学療法剤と；
を含むナノ粒子。
【請求項２９】
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【化１】
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【化２】



(6) JP 2016-526011 A5 2017.5.25

【化３】

からなる群から選択される化合物。
 
 
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本明細書に記載の様々な実施形態の１つ以上が従来の療法および治療剤より有利な点は
、以下の詳細な説明を添付の図面と併せて読めば、当業者には容易に明らかとなるであろ
う。
　本発明の実施形態において、例えば以下の項目が提供される。
（項目１）
　前立腺癌の治療薬の製造における、化学療法剤と抗炎症剤とを含むナノ粒子の使用。
（項目２）
　前記ナノ粒子が親水性コアと前記コアを取り囲む親水性層とを含む、項目１に記載の使
用。
（項目３）
　前記化学療法剤と前記抗炎症剤が前記コアに結合している、項目１または２に記載の使
用。
（項目４）
　前記化学療法剤がシスプラチンである、項目１～３のいずれか一項に記載の使用。
（項目５）
　前記抗炎症剤がアスピリンである、項目１～４のいずれか一項に記載の使用。
（項目６）
　前記前立腺癌が去勢抵抗性前立腺癌である、項目１～５のいずれか一項に記載の使用。
（項目７）
　前記ナノ粒子は、同等の用量の前記遊離化学療法剤と前記遊離抗炎症剤との組合せより
も前立腺癌細胞に対する細胞毒性が高い、項目１～６のいずれか一項に記載の使用。
（項目８）
　治療を必要とする対象の前立腺癌の治療方法において、
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　化学療法剤と抗炎症剤とを含むナノ粒子を治療有効量、前記対象に投与する工程、
を含む方法。
（項目９）
　前記ナノ粒子が親水性コアと前記コアを取り囲む親水性層とを含む、項目８に記載の方
法。
（項目１０）
　前記化学療法剤と前記抗炎症剤が前記コアに結合している、項目８または９に記載の方
法。
（項目１１）
　前記化学療法剤がシスプラチンである、項目７～１０のいずれか一項に記載の方法。
（項目１２）
　前記抗炎症剤がアスピリンである、項目７～１１のいずれか一項に記載の方法。
（項目１３）
　前記前立腺癌が去勢抵抗性前立腺癌である、項目７～１２のいずれか一項に記載の方法
。
（項目１４）
　前記ナノ粒子は、同等の用量の前記遊離化学療法剤と前記遊離抗炎症剤との組合せより
も前立腺癌細胞に対する細胞毒性が高い、項目７～１３のいずれか一項に記載の使用。
（項目１５）
　コアの少なくとも一部を形成する疎水性ポリマーがポリ乳酸（ＰＬＡ）を含むポリマー
と、ポリ乳酸－ｃｏ－グリコール酸（ＰＬＧＡ）を含むポリマーとからなる群から選択さ
れる疎水性ナノ粒子コアと；
　親水性ポリマー部分が前記コアの少なくとも一部を形成する疎水性ポリマー部分を介し
て前記コアに結合している、前記コアを取り囲む親水性層と；
　前記コアに結合した抗炎症剤と；
　前記コアに結合した化学療法剤と；
を含むナノ粒子。
（項目１６）
　前記抗炎症剤がコルチコステロイドまたは非ステロイド系抗炎症薬である、項目１５に
記載のナノ粒子。
（項目１７）
　前記抗炎症剤がアスピリンである、項目１５に記載のナノ粒子。
（項目１８）
　前記抗炎症剤がプレドニゾンである、項目１５に記載のナノ粒子。
（項目１９）
　前立腺癌ターゲティング部分をさらに含む、項目１５～１８のいずれか一項に記載のナ
ノ粒子。
（項目２０）
　前記ターゲティング部分が、前立腺特異膜抗原に選択的に結合するように構成された部
分である、項目１９に記載のナノ粒子。
（項目２１）
　前記ターゲティング部分が、アミノ酸配列ＷＱＰＤＴＡＨＨＷＡＴＬ（配列番号１）を
有するペプチド、またはその前立腺特異膜抗原結合断片を含む、項目１９に記載のナノ粒
子。
（項目２２）
　前記抗炎症剤が、前記疎水性コアの少なくとも一部を形成するポリマーにコンジュゲー
トしている、項目１５～２１のいずれか一項に記載のナノ粒子。
（項目２３）
　前記化学療法剤が、前記疎水性コアの少なくとも一部を形成するポリマーにコンジュゲ
ートしている、項目１５～２２のいずれか一項に記載のナノ粒子。
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（項目２４）
　前記抗炎症剤がコンジュゲートしているポリマーは、前記化学療法剤がコンジュゲート
しているポリマーである、項目２３に記載のナノ粒子。
（項目２５）
　骨吸収阻害剤をさらに含む、項目１５～２４のいずれか一項に記載のナノ粒子。
（項目２６）
　前記骨吸収阻害剤がパミドロネートである、項目２５に記載のナノ粒子。
（項目２７）
　治療を必要とする対象を治療するための、項目１５～２５のいずれか一項に記載のナノ
粒子の使用。
（項目２８）
　コアの少なくとも一部を形成する疎水性ポリマーがポリ乳酸（ＰＬＡ）を含むポリマー
と、ポリ乳酸－ｃｏ－グリコール酸（ＰＬＧＡ）を含むポリマーとからなる群から選択さ
れる疎水性ナノ粒子コアと；
　親水性ポリマー部分が前記コアの少なくとも一部を形成する疎水性ポリマー部分を介し
て前記コアに結合している、前記コアを取り囲む親水性層と；
　前記コアに結合した骨吸収阻害剤と；
　前記コアに結合した化学療法剤と；
を含むナノ粒子。
（項目２９）
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【化１】



(10) JP 2016-526011 A5 2017.5.25

【化２】
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【化３】

からなる群から選択される化合物。
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